
平成30年度

普通会計決算 地方財政の状況を把握するため、総務省が行って
いる「地方財政状況調査（決算統計）」の平成30年度
の速報値をお知らせします。

歳入 283億8,600万円 歳出 274億800万円

歳 入 歳 出 決 算

基 金 残 高（ 預 貯 金 残 高 ）

地方債残高（借入金残高）と公債費負担比率（ローン返済割合）

普通会計決算は、前年度比で歳入は2.5％、6億9,600万円増、歳出は3.4％、8億9,300万円増となり、歳入歳出ともに過去最高額
での決算となっています。市の歳入の根幹となる市税は順調に増加しており、平成25年度以降6年続けての増収となりました。

歳入
283.9億

円

市税
121億4,600万円

（42.8％）

国県支出金
57億5,600万円

（20.3％）

市債
25億3,400万円（8.9％）

譲与税交付金
19億2,500万円（6.8％）

地方交付税
17億2,000万円（6.1％）

分担金・負担金
3億4,500万円（1.2％）使用料・手数料

4億9,500万円 
（1.7％） その他

34億6,500万円
（12.2％）

歳出
（目的別）
274.1億

円

民生費
97億9,200万円

（35.7％）

教育費
47億3,700万円

（17.3％）

総務費
34億4,500万円

（12.6％）

衛生費
26億4,900万円（9.6％）

土木費
26億3,300万円（9.6％）

消防費
10億1,300万円（3.7％）

公債費
20億4,600万円

（7.5％）

その他
10億9,300万円（4.0％）

人件費
41億9,700万円

（15.3％）

扶助費
63億7,200万円

（23.2％）

公債費
20億4,600万円

（7.5％）

補助費等
23億3,500万円

（8.5％）

繰出金
27億6,700万円

（10.1％）

投資的経費
31億300万円
（11.3％）

その他
17億7,800万円

（6.5％）

物件費
48億1,000万円

（17.6％）

歳出
（性質別）
274.1億

円

　大規模事業の実施に伴い、借入金である地方債残高は増
加しましたが、預貯金である基金残高についても、平成28
年度から平成30年度まで増加を続け、平成27年度と比べる
と、14億7,100万円の増額となっています。
　今後、市が計画している大規模事業や公共施設の老朽化
対策などを計画的に行うために、基金の残高確保に努めて
いきます。

　中学校や幼稚園、武道館の建設、クリーンセンターの改
修など大規模事業を実施したため、地方債残高は増加して
いますが、財政運営の健全さを測るものさしのひとつであ
る公債費負担比率は10％台で推移しています（15％が警戒
ライン、20％が危険ライン）。
　公債費負担比率は、家庭に例えると、給料に占めるロー
ン返済額の割合のことです。平成29年度の公債費負担比
率により、県内自治体の財政健全度をみてみると、当市は、
44市町村では13番目、32市では6番目で上位となり、健全
な財政運営が確認されました。
　今後も計画的に事業を実施し、地方債残高と公債費負担
比率の適正な管理に努めます。

県内平均値（44市町村） 県内市平均値（32市） 県内町村平均値（12町村） 県内最高値 県内最低値 牛久市
12.2％ 13.0％ 10.0％ 17.4％ 4.3％ 10.7％

（参考）平成29年度公債費負担比率  県内市町村の状況

基金額の推移
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地方債残高 公債費負担比率
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地方債残高・公債費負担比率の推移
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